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(57)【要約】

【課題】　一体化された刺激体を、刺激体装着部に簡便

に着脱することができるので、充電やマスク本体の水洗

いなども容易に行え、正しい位置に効果的な刺激を与え

ると共に、引き締め効果を有する美容マスクを提供する

こと。

【解決手段】　使用者の顔面に装着する美容マスクであ

って、鼻の凸形状に対応する形状の鼻当て部と、使用者

の頬骨筋又は咬筋のすくなくともいずれかに対応する部

位に電気刺激を与える刺激体と、美容マスクの頬の位置

に該刺激体を装着するための刺激体装着部と、美容マス

クの肌面と当接する部位に肌面側電極とを備えた構成で

あって、該刺激体が、電流を発生させる電流発生器と、

電流を制御する制御部と、電気を供給する給電部と、美

容マスク上に設けられた機器側電極と接続するマスク側

電極を備え、該刺激体装着部に対して該刺激体を着脱自

在に構成した美容マスクを提供する。

【選択図】 図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 す る 美 容 マ ス ク で あ っ て 、

　 鼻 の 凸 形 状 に 対 応 す る 形 状 の 鼻 当 て 部 と 、

　 使 用 者 の 頬 骨 筋 又 は 咬 筋 の す く な く と も い ず れ か に 対 応 す る 部 位 に 電 気 刺 激 を 与 え る 刺

激 体 と 、

　 美 容 マ ス ク の 頬 の 位 置 に 該 刺 激 体 を 装 着 す る た め の 刺 激 体 装 着 部 と 、

　 美 容 マ ス ク の 肌 面 と 当 接 す る 部 位 に 肌 面 側 電 極 と

　 を 備 え た 構 成 で あ っ て 、

　 該 刺 激 体 が 、 電 流 を 発 生 さ せ る 電 流 発 生 器 と 、 電 流 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 電 気 を 供 給 す

る 給 電 部 と 、 美 容 マ ス ク 上 に 設 け ら れ た 機 器 側 電 極 と 接 続 す る マ ス ク 側 電 極 を 備 え 、

　 該 刺 激 体 装 着 部 に 対 し て 該 刺 激 体 を 着 脱 自 在 に 構 成 し た

　 こ と を 特 徴 と す る 美 容 マ ス ク 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 刺 激 体 装 着 部 が 、 マ ス ク 本 体 に 備 え る 係 合 部 か ら 成 り 、

　 前 記 刺 激 体 が 該 係 合 部 に 係 合 す る こ と で 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ る

　 請 求 項 １ に 記 載 の 美 容 マ ス ク 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 刺 激 体 装 着 部 が 、 マ ス ク 本 体 に 備 え る 係 合 部 か ら 成 り 、

　 前 記 刺 激 体 が 、 電 極 だ け が 露 出 す る よ う に 設 け ら れ た 孔 部 を 通 し て 該 係 合 部 に 係 合 す る

こ と で 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ る

　 請 求 項 １ に 記 載 の 美 容 マ ス ク 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 美 容 マ ス ク が 顔 面 の 左 右 側 方 に 引 張 力 を 与 え な が ら 装 着 す る 左 右 ベ ル ト を 備 え る

　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 美 容 マ ス ク 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 美 容 マ ス ク が 下 顎 骨 下 面 か ら 顔 面 の 両 側 を 通 り 頭 頂 方 向 に 引 張 力 を 与 え な が ら 装 着

す る 上 下 ベ ル ト を 備 え る

　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 美 容 マ ス ク 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 し て 刺 激 を 与 え る 美 容 マ ス ク に 関 し 、 特 に 正 し い 位 置 に

効 果 的 な 刺 激 を 与 え る た め の 技 術 に 係 る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 使 用 者 の 頭 部 の 様 々 な 筋 肉 に 電 気 刺 激 を 与 え る た め の マ ス ク が 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 顔 面 を 覆 う マ ス ク 本 体 部 を 備 え 、 マ ス ク 本 体 部 は シ リ コ ン 製

で あ り 、 目 ・ 鼻 ・ 口 の 位 置 に は 開 口 部 を 有 し 、 マ ス ク 本 体 の 内 面 に は 電 極 部 を 有 す る 美 容

用 の マ ス ク が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 顔 面 を 覆 う 伸 縮 性 基 材 を 備 え 、 伸 縮 性 基 材 は シ リ コ ン 製 で あ り

、 目 ・ 鼻 ・ 口 の 位 置 に は 孔 を 有 し 、 電 気 刺 激 を 印 加 す る ポ イ ン ト に 刺 激 電 極 部 を 有 す る 技

術 が 開 示 さ れ 、 顔 の リ フ ト ア ッ プ に 有 効 で あ る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ３ に は 、 顔 面 を 覆 う 施 術 部 材 を 備 え る 美 容 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 施 術 部 材 は

、 シ リ コ ン 製 の カ バ ー 部 や 、 頬 の 辺 り に 電 極 が 形 成 さ れ た 導 電 体 、 目 ・ 鼻 ・ 口 の 位 置 に 開

口 部 を 有 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ４ に は 、 顔 面 を 覆 う マ ス ク 本 体 を 備 え 、 目 ・ 鼻 ・ 口 の 位 置 に は 開 口 を 有 し 、 マ
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ス ク 本 体 の 内 面 に 電 極 を 有 す る ト リ ー ト メ ン ト 用 マ ス ク が 開 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 マ ス

ク 本 体 が シ リ コ ン ゴ ム 材 で 構 成 さ れ て い る こ と 、 マ ス ク 本 体 が 自 重 で 変 形 す る こ と で 皮 膚

上 に 均 一 に 密 着 す る 旨 が 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 再 表 W O2016-009463号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2017-108758号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2013-081606号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 実 登 3082187号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 従 来 技 術 に よ る と 、 目 ・ 鼻 ・ 口 の 位 置 に 開 口 部 を 有 し て 、 お お む ね 頬 の 辺 り に 電 気

刺 激 を 与 え る 電 極 を 備 え る こ と は 知 ら れ て い る が 、 個 別 の 筋 肉 の 位 置 や 特 性 に 対 応 さ せ る

こ と は 着 想 さ れ て い な い 。 特 に 頬 部 の 電 極 は い ず れ も 大 き す ぎ 、 不 適 切 な 刺 激 を 与 え て し

ま う 恐 れ も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 さ ら に 、 装 着 時 に マ ス ク の 弾 性 を 利 用 し て 適 切 な 引 き 締 め 効 果 を 有 す る と は 言 え ず 、 装

着 性 と 引 き 締 め 効 果 を 合 わ せ も つ マ ス ク が 提 供 さ れ て い な い 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 次 の よ う な 美 容 マ ス ク を 提 供 す る 。

　 す な わ ち 、 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 す る 美 容 マ ス ク で あ っ て 、

　 鼻 の 凸 形 状 に 対 応 す る 形 状 の 鼻 当 て 部 と 、 使 用 者 の 頬 骨 筋 又 は 咬 筋 の す く な く と も い ず

れ か に 対 応 す る 部 位 に 電 気 刺 激 を 与 え る 刺 激 体 と 、 美 容 マ ス ク の 頬 の 位 置 に 該 刺 激 体 を 装

着 す る た め の 刺 激 体 装 着 部 と 、 美 容 マ ス ク の 肌 面 と 当 接 す る 部 位 に 肌 面 側 電 極 と を 備 え た

構 成 で あ っ て 、 そ の 刺 激 体 が 、 電 流 を 発 生 さ せ る 電 流 発 生 器 と 、 電 流 を 制 御 す る 制 御 部 と

、 電 気 を 供 給 す る 給 電 部 と 、 美 容 マ ス ク 上 に 設 け ら れ た 機 器 側 電 極 と 接 続 す る マ ス ク 側 電

極 を 備 え 、 刺 激 体 装 着 部 に 対 し て 刺 激 体 を 着 脱 自 在 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 の 刺 激 体 装 着 部 が 、 マ ス ク 本 体 に 備 え る 係 合 部 か ら 成 り

、 刺 激 体 が 係 合 部 に 係 合 す る こ と で 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 の 美 容 マ ス ク が 顔 面 の 左 右 側 方 に 引 張 力 を 与 え な が ら 装

着 す る 左 右 ベ ル ト を 備 え る 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ４ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 の 美 容 マ ス ク が 下 顎 骨 下 面 か ら 顔 面 の 両 側 を 通 り 頭 頂 方

向 に 引 張 力 を 与 え な が ら 装 着 す る 上 下 ベ ル ト を 備 え る 構 成 で も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 上 記 構 成 に よ り 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。

　 す な わ ち 、 主 に 鼻 当 て 部 を 基 準 と し て 適 切 な 位 置 に 美 容 マ ス ク を 装 着 す る こ と が で き る

よ う に す る と 共 に 、 使 用 者 の 咬 筋 又 は 頬 骨 筋 に 対 応 す る 部 位 に 電 気 刺 激 を 与 え る 刺 激 体 に

よ っ て 美 容 効 果 の 高 い 頬 骨 筋 を 対 象 と し た ト リ ー ト メ ン ト を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 頬 骨 筋 に 電 気 刺 激 を 与 え る 場 合 に は 、 頬 の た る み や ホ ウ レ イ 線 を 持 ち 上 げ る 筋 肉 を 鍛 え

る 効 果 を 有 す る 。 咬 筋 に 電 気 刺 激 を 与 え る 場 合 に は 、 咬 筋 を も み ほ ぐ し 、 や わ ら げ る こ と

に よ り 、 整 っ た す っ き り と し た フ ェ イ ス ラ イ ン と な る 効 果 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 刺 激 体 は 、 電 流 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 電 気 を 供 給 す る 給 電 部 と 、 該 電 極 と を 一

体 的 に 備 え て お り 、 そ の 一 体 化 さ れ た 刺 激 体 を 、 刺 激 体 装 着 部 に 簡 便 に 着 脱 す る こ と が で

き る の で 、 充 電 や マ ス ク 本 体 の 水 洗 い な ど も 容 易 に 行 え る 。 ま た 、 煩 わ し い コ ー ド が な い

た め 、 美 容 マ ス ク を 付 け た ま ま 室 内 を 移 動 し た り 、 家 事 を 行 う こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 左 右 バ ン ド 、 上 下 バ ン ド に よ れ ば 、 顎 の ラ イ ン や 口 元 、 フ ェ イ ス ラ イ ン を 物 理

的 に 引 き 上 げ 、 シ ャ ー プ な フ ェ イ ス ラ イ ン を 形 成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の よ う な フ

ェ イ ス ラ イ ン の 状 態 に お い て 、 刺 激 を 与 え る こ と で 最 適 な ト リ ー ト メ ン ト を 行 う こ と が で

き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る マ ス ク 本 体 の 正 面 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る マ ス ク 本 体 の 背 面 図 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 電 流 発 生 器 の 正 面 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 電 流 発 生 器 の 背 面 図 。

【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 電 流 発 生 器 の 左 側 面 図 。

【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 美 容 マ ス ク の 正 面 図 。

【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 美 容 マ ス ク を 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 。

【 図 ８ 】 頬 骨 筋 及 び 咬 筋 の 位 置 と 電 極 の 関 係 を 示 す 説 明 図 。

【 図 ９ 】 頬 骨 筋 及 び 咬 筋 に 与 え る 電 気 刺 激 の 例 を 示 す 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 に 示 す 実 施 例 を 基 に 説 明 す る 。 な お 、 実 施 形 態 は 下 記

に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 本 発 明 の 美 容 マ ス ク は 、 使 用 者 の 顔 面 に 装 着 す る 美 容 マ ス ク で あ り 、 少 な く と も 鼻 の 凸

形 状 に 一 致 す る 鼻 当 て 部 を 備 え る が 、 そ の 他 に 口 や 目 の 位 置 に 孔 部 、 開 口 部 な ど を 設 け る

こ と も で き る 。 例 え ば シ リ コ ン や 天 然 ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 か ら 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。

特 に 、 シ リ コ ン は 医 療 用 と し て 多 用 さ れ て い る よ う に 、 皮 膚 に 当 て て 使 用 す る こ と や 、 引

き 締 め 強 さ の 観 点 か ら も 最 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 鼻 当 て 部 等 に よ っ て 顔 面 で 適 切 な 位 置 を 合 わ せ た 上 で 、 使 用 者 の 頬 骨 筋 に 対 応 す る 部 位

に 電 気 又 は 超 音 波 の 刺 激 を 与 え る 一 対 の 頬 骨 筋 刺 激 体 、 咬 筋 に 対 応 す る 部 位 に 電 気 又 は 超

音 波 の 刺 激 を 与 え る 一 対 の 咬 筋 刺 激 体 の ど ち ら か 、 又 は 両 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 の 実 施 例 で は 、 美 容 マ ス ク を マ ス ク 本 体 と 電 流 発 生 器 に 分 離 し た 構 成 を 説 明 す る が

、 本 発 明 の 実 施 に お い て 必 ず し も 分 離 可 能 に す る 必 要 は な く 、 一 体 で 構 成 し て も よ い 。

　 ま た 、 頬 骨 筋 刺 激 体 や 咬 筋 刺 激 体 と し て 電 気 刺 激 を 与 え る 構 成 で 説 明 し て い る が 、 公 知

の よ う に 美 容 方 法 と し て 超 音 波 刺 激 を 与 え る こ と も で き 、 本 発 明 の 刺 激 体 と し て 超 音 波 を

用 い る 構 成 で も よ い 。 電 気 刺 激 と 超 音 波 刺 激 の 療 法 を 与 え る 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ 、 図 ２ は そ れ ぞ れ 本 発 明 に 係 る マ ス ク 本 体 （ １ ） の 正 面 図 と 背 面 図 で あ る 。 マ ス ク

本 体 （ １ ） は シ リ コ ン で 一 体 形 成 さ れ た 弾 性 体 で あ り 、 使 用 者 の 目 か ら 顎 に か け て の 下 半

分 を 覆 う マ ス ク 部 （ １ ０ ） と 、 マ ス ク 部 （ １ ０ ） の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ る 左 右 ベ ル ト 部 （

１ １ ） 、 マ ス ク 部 （ １ ０ ） の 下 端 と 連 結 さ れ 開 い た 状 態 で は 左 右 方 向 に 延 設 さ れ る 上 下 ベ

ル ト 部 （ １ ２ ） と を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 マ ス ク 部 （ １ ０ ） に は 、 目 を 避 け る よ う に 凹 形 状 と し た 上 縁 部 （ １ ３ ） 、 鼻 の 鼻 孔 部 分

が 露 出 さ れ る よ う に 切 り 込 み を 入 れ て 装 着 時 に は 鼻 の 頂 部 が 押 し 出 さ れ る よ う に 変 形 す る

鼻 当 て 部 （ １ ４ ） 、 口 が 露 出 す る よ う に 開 口 し た 口 開 口 部 （ １ ５ ） が 形 成 さ れ る 。

　 使 用 者 は 装 着 時 に 鼻 当 て 部 （ １ ４ ） 及 び 口 開 口 部 （ １ ５ ） に よ っ て 位 置 を 合 わ せ る こ と
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で 、 所 定 の 位 置 に マ ス ク 本 体 （ １ ） が 自 然 に 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 マ ス ク 本 体 （ １ ） に は 電 流 発 生 器 を 装 着 す る た め の 刺 激 体 装 着 部 （ １ ６ ） を 頬 の 位 置 に

開 口 し て い る 。 刺 激 体 装 着 部 （ １ ６ ） は 必 ず し も 本 実 施 例 の よ う に 開 口 す る こ と に 限 定 さ

れ ず 、 マ ス ク 本 体 （ １ ） の 肌 面 側 に 係 合 す る よ う な 係 合 部 を 設 け た り 、 電 極 だ け が 露 出 す

る よ う に 複 数 の 孔 部 を 設 け た り 、 溝 部 を 形 成 し た り 、 い か な る 形 状 で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 マ ス ク 本 体 （ １ ） を 合 わ せ た ら 、 左 右 ベ ル ト （ １ １ ） を 側 頭 部 両 側 に 回 し て 後 ろ 側 で 面

フ ァ ス ナ ー （ １ １ ａ ） （ １ １ ｂ ） を 係 着 さ せ る こ と に よ り マ ス ク 部 （ １ ０ ） を 左 右 方 向 に

緊 張 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 顔 面 の 特 に 頬 部 分 に 適 度 な 圧 迫 を 加 え て 引 き 締 め 効 果 を 奏 す

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 さ ら に 、 上 下 ベ ル ト （ １ ２ ） は マ ス ク 部 （ １ ０ ） か ら 直 角 に 下 顎 骨 下 面 に 屈 曲 さ せ た 上

で 、 側 頭 部 両 側 を 通 り 頭 頂 方 向 に 引 張 力 を 与 え な が ら 装 着 す る 。 こ れ も 同 様 に 面 フ ァ ス ナ

ー （ １ ２ ａ ） （ １ ２ ｂ ） を 係 着 さ せ る 。

　 上 下 ベ ル ト （ １ ２ ） が 緊 張 す る こ と で 上 下 ベ ル ト （ １ ２ ） と そ の 下 の マ ス ク 部 （ １ ０ ）

が 合 わ せ て 頬 を 上 方 向 に リ フ ト ア ッ プ さ せ る 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 発 明 に お い て 、 左 右 ベ ル ト （ １ １ ） 、 上 下 ベ ル ト （ １ ２ ） は 必 ず し も 備 え て い な く て

も よ く 、 マ ス ク 部 （ １ ０ ） を 別 の 方 法 、 例 え ば 別 に 容 易 す る ベ ル ト 等 で 顔 面 に 固 定 し て も

よ い 。 ま た 、 図 ８ に 開 示 さ れ る よ う に 耳 に 対 応 す る 開 口 を 設 け て こ れ を 耳 に 引 っ 掛 け る 形

状 で 固 定 し て も よ い 。 上 下 ベ ル ト を 設 け ず 、 左 右 ベ ル ト （ １ ２ ） だ け を 備 え て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ３ 、 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 電 流 発 生 器 （ ２ ） の 正 面 図 と 背 面 図 、 左 側 面 図 で

あ る 。 電 流 発 生 器 （ ２ ） は 装 着 時 に 外 側 と な る 表 面 に 電 源 ボ タ ン （ ２ ０ ） 、 調 整 ボ タ ン （

２ １ ） （ ２ ２ ） を 備 え た 略 三 角 形 状 で あ り 、 一 部 に 切 り 欠 き 部 （ ２ ３ ） を 備 え て い る 。

　 一 方 、 裏 面 に は ３ つ の マ ス ク 側 電 極 （ ２ ４ ０ ） （ ２ ４ １ ） （ ２ ４ ２ ） を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 電 流 発 生 器 （ ２ ） の 形 状 は 略 三 角 形 に 限 ら ず 、 円 形 、 楕 円 形 、 矩 形 、 六 角 形 な ど 何 れ の

形 で も よ い 。 特 に 、 装 着 方 向 が 分 か り や す い よ う に 対 称 で な い 形 状 と す る こ と も 好 ま し い

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 上 述 し た よ う に 本 実 施 例 で は 刺 激 体 と し て 電 気 刺 激 を 与 え る 構 成 を 示 し て お り 、 電 流 発

生 器 （ ２ ） の 内 部 に は 、 電 流 を 制 御 す る 図 示 し な い 制 御 部 を 備 え 、 給 電 部 と し て 切 り 欠 き

部 （ ２ ３ ） に 設 け た 給 電 端 子 （ ２ ５ ） か ら 図 示 し な い 充 電 池 に 充 電 し て 給 電 す る こ と が 可

能 で あ る 。 本 構 成 に よ り 、 使 用 時 に 電 源 ケ ー ブ ル や 電 池 を 必 要 と せ ず 、 良 好 か つ 低 コ ス ト

な 使 用 を 実 現 し て い る 。 も ち ろ ん 外 部 か ら 給 電 し た り 電 池 を 使 用 す る 構 成 で も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 美 容 マ ス ク の 正 面 図 で あ り 、 マ ス ク 本 体 （ １ ） と 電 流 発 生 器 （ ２

） と を 組 み 合 わ せ た 状 態 を 示 し て い る 。 マ ス ク 本 体 （ １ ） の 刺 激 体 装 着 部 （ １ ６ ） に は 切

り 欠 き 部 （ ２ ３ ） に 対 応 し た 凹 凸 が 形 成 さ れ て お り 、 電 流 発 生 器 （ ２ ） の 向 き を 規 制 す る

。

　 適 切 に 装 着 さ れ た 電 流 発 生 器 （ ２ ） の マ ス ク 側 電 極 （ ２ ４ ０ ） （ ２ ４ １ ） （ ２ ４ ２ ） は

、 刺 激 体 装 着 部 （ １ ６ ） の 内 周 に 設 け ら れ た 機 器 側 電 極 （ １ ６ １ ａ ） （ １ ６ １ ｂ ） （ １ ６

１ ｃ ） と 接 し て 通 電 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ し て 、 機 器 側 電 極 （ １ ６ ０ ａ ） （ １ ６ １ ａ ） （ １ ６ ２ ａ ） か ら 導 電 体 で 一 体 形 成 さ れ

た 肌 面 側 電 極 （ １ ６ ０ ｂ ） （ １ ６ １ ｂ ） （ １ ６ ２ ｂ ） が 肌 面 側 、 す な わ ち マ ス ク 本 体 （ １

） の 裏 面 に 露 出 す る 。 こ の 時 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 各 電 極 （ １ ６ ０ ） （ １ ６ １ ） （ １

６ ２ ） は 三 角 の 各 頂 点 か ら 放 射 状 の 矢 印 形 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る 美 容 マ ス ク を 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 す で に 説 明 し た よ う

に 左 右 ベ ル ト （ １ １ ） が 後 頭 部 で 、 上 下 ベ ル ト （ １ ２ ） が 頭 頂 部 で そ れ ぞ れ 係 着 さ れ て お

り 、 そ の と き 電 流 発 生 器 （ ２ ） が 頬 部 分 に ち ょ う ど 当 た っ て い る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 の よ う に 適 切 な 位 置 合 わ せ を 行 っ た 上 で 、 図 ８ に 示 す よ う に 各 電 極 （ １ ６ ０ ） （ １

６ １ ） （ １ ６ ２ ） か ら 頬 骨 筋 と 咬 筋 と に そ れ ぞ れ 電 流 を 印 加 す る 。

　 頬 骨 筋 は 、 頬 の 弛 み や ホ ウ レ イ 線 を 持 ち 上 げ る 機 能 を 有 し て お り 、 大 頬 骨 筋 と 小 頬 骨 筋

が あ る が 、 本 実 施 例 で は こ の 両 方 の 部 分 に 電 流 を 印 加 し て 鍛 え る 作 用 を 及 ぼ す 。 加 齢 や 筋

力 の 低 下 に よ っ て 口 角 が 落 ち た り 、 ホ ウ レ イ 線 や 二 重 顎 、 フ ェ イ ス ラ イ ン の も た つ き が 生

じ て い る と き に 頬 骨 筋 を 鍛 え る こ と で 改 善 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 咬 筋 は 、 噛 む 力 を つ か さ ど る 筋 肉 で あ り 、 咀 嚼 や 歯 の 食 い し ば り な ど で 疲 労 が 溜 ま り や

す い 。 ま た 歯 ぎ し り な ど に よ っ て 咬 筋 を 発 達 さ せ て し ま う と 所 謂 エ ラ が 張 っ た 状 態 に な り

、 フ ェ ス ラ イ ン を 崩 し て し ま う 問 題 が あ る 。 同 じ よ う に 、 電 気 刺 激 な ど で 咬 筋 を 鍛 え て し

ま う と 同 様 に フ ェ イ ス ラ イ ン が 崩 れ 、 美 容 の 面 で 逆 効 果 と な る 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 発 明 で は 、 頬 骨 筋 や 咬 筋 に 対 し て 最 適 な 刺 激 を 与 え る こ と が で き る よ う に 、 電 極 （ １

６ ０ ） （ １ ６ １ ） （ １ ６ ２ ） を 配 置 し 、 マ ス ク に よ る 適 切 な 位 置 合 わ せ の 後 に 、 電 極 間 に

制 御 さ れ た 電 流 を 印 加 す る 。

　 具 体 的 に は 、 頬 骨 筋 の 部 位 に 相 当 す る 電 極 間 （ １ ６ ０ ） （ １ ６ １ ） に は 筋 肉 を 鍛 え る の

に 好 適 な 周 波 数 の 電 気 刺 激 （ ３ ０ ） を 与 え る 。 図 ９ に 示 す よ う に 本 実 施 例 で は １ ５ Ｈ ｚ の

低 周 波 電 流 を 印 加 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 咬 筋 の 部 位 に 相 当 す る 電 極 間 （ １ ６ ０ ） （ １ ６ ２ ） に は 筋 肉 を ほ ぐ す の に 好 適 な

周 波 数 の 電 気 刺 激 （ ３ １ ） を 与 え る 。 図 ９ に 示 す よ う に 本 実 施 例 で は ３ ３ Ｈ ｚ の 低 周 波 電

流 を 印 加 す る 。

　 そ し て 、 電 流 発 生 器 （ ２ ） の 制 御 部 が 、 咬 筋 に 対 す る 電 流 と 頬 骨 筋 に 対 す る 電 流 を 交 互

に 印 加 し 、 １ ０ 分 間 の 施 術 と す る 制 御 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 具 体 的 な 使 用 方 法 と し て は 、 使 用 者 は 洗 顔 後 、 化 粧 品 や ロ ー シ ョ ン 等 で 肌 を 整 え 、 十 分

に 保 湿 す る 。 そ し て 美 容 マ ス ク （ １ ） を 顔 に 当 て 、 頬 が リ フ ト ア ッ プ す る よ う に 左 右 バ ン

ド （ １ １ ） 及 び 上 下 バ ン ド （ １ ２ ） を 巻 く 。 美 容 マ ス ク （ １ ） に は 予 め 充 電 し た 電 流 発 生

器 （ ２ ） を 装 着 し て お き 、 電 流 発 生 器 （ ２ ） の 電 流 を オ ン に す る 。

　 調 整 ボ タ ン （ ２ １ ） （ ２ ２ ） を 操 作 し て 、 好 み の 強 度 、 例 え ば ６ 段 階 か ら 調 整 す る 。 上

記 １ ０ 分 間 の ト リ ー ト メ ン ト が 行 わ れ た 後 、 自 動 的 に 停 止 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 肌 に 優 し く 、 伸 縮 性 の 強 い シ リ コ ン 製 の 美 容 マ ス ク に よ り 顎 の ラ イ ン

、 口 元 、 フ ェ イ ス ラ イ ン を 物 理 的 に 引 き 上 げ 、 シ ャ ー プ な フ ェ イ ス ラ イ ン を 作 る こ と が で

き る 。 理 想 的 な フ ェ イ ス ラ イ ン の 状 態 で 、 本 体 よ り 電 流 を 出 力 し 、 自 動 的 に 表 情 筋 を 鍛 え

る こ と が で き る 。 表 情 筋 の ト レ ー ニ ン グ は 難 し く 、 従 来 、 理 想 的 な 結 果 を 得 る こ と が 困 難

で あ っ た が 、 本 発 明 に よ れ ば ホ ウ レ イ 線 ま わ り 、 目 元 、 顎 周 り に 予 め 電 極 を 配 置 し て い る

た め 、 理 想 的 な 筋 肉 だ け を 効 率 良 く 収 縮 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 電 流 の 周 波 数 を 筋 肉

毎 に 制 御 し て い る の で 、 心 地 良 く 、 効 果 的 に 施 術 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 電 流 発 生 器 は 簡 便 に 着 脱 す る こ と が で き る の で 、 充 電 や マ ス ク 本 体 の 水 洗 い な ど も 容 易

に 行 え る 。 ま た 、 煩 わ し い コ ー ド が な い た め 、 美 容 マ ス ク を 付 け た ま ま 室 内 を 移 動 し た り

、 家 事 を 行 う こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 実 験 例 ）
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　 発 明 者 ら の 実 験 に よ れ ば 、 こ の よ う に 制 御 さ れ た 低 周 波 電 流 を １ ０ 分 間 頬 骨 筋 部 位 に 印

加 し た こ と に よ り ホ ウ レ イ 線 の 大 き さ の 相 対 値 が 、 約 １ ２ ％ 減 少 す る こ と が 示 さ れ て い る

。 検 証 は ３ 人 の 被 験 者 に 対 し て 行 い 、 全 員 に つ い て 改 善 傾 向 が 見 ら れ た 。 測 定 に は ア ン テ

ラ ３ Ｄ 装 置 を 用 い た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 実 施 例 の 説 明 は 以 上 の 通 り で あ る が 、 請 求 項 記 載 の 範 囲 で 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。

　 例 え ば 、 刺 激 体 は 分 離 可 能 で は な く 、 マ ス ク と 一 体 と し て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 刺 激

体 は 頬 骨 筋 刺 激 体 又 は 咬 筋 刺 激 体 の ど ち ら か 一 方 だ け 備 え ら れ て い て も よ い し 、 更 に 他 の

筋 肉 、 例 え ば 口 輪 筋 、 眼 輪 筋 を 鍛 え る 電 極 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 印 加 す る 電 流 は 低 周 波 、 中 周 波 、 高 周 波 を 問 わ な い が 、 上 述 し た 通 り 、 筋 肉 の 性 質 に 応

じ て 制 御 部 に よ り そ れ ぞ れ 最 適 な 電 流 と す る こ と が 必 要 で あ る 。 例 え ば 、 低 周 波 を 印 加 す

る と 不 快 に 感 じ る 前 頭 筋 、 皺 眉 筋 、 鼻 筋 な ど に は 電 気 刺 激 を 与 え な い 、 あ る い は 不 快 に 感

じ な い 周 波 数 の 電 流 を 印 加 す る よ う に 制 御 す る 。 ま た 、 銀 歯 に し て い る と き に 電 気 刺 激 を

与 え る と 痛 む 笑 筋 も 回 避 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 上 記 し た 従 来 の 文 献 で は 、 頬 部 分 に 広 く 電 流 を 印 加 す る 構 成 が 開 示 さ れ て い る が 、 説 明

し た よ う に 筋 肉 に 応 じ て 刺 激 の 有 無 や 、 刺 激 の 方 法 を 変 化 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 本 発 明

に よ れ ば 、 こ れ が 実 現 さ れ 、 格 段 の 美 容 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 １ 　 　 マ ス ク 本 体

　 １ ０ 　 マ ス ク 部

　 １ １ 　 左 右 バ ン ド

　 １ ２ 　 上 下 バ ン ド

　 １ ３ 　 上 縁 部

　 １ ４ 　 鼻 当 て 部

　 １ ５ 　 口 開 口 部

　 １ ６ 　 刺 激 体 装 着 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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